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横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）地域緑のまちづくり事業

●地区の諸元

地区面積　約 21.5ha

世帯数　　1,427 世帯（平成 23 年度）

用途地域　第１種低層住居専用地域

緑やまちづくりに関する既往の計画や活動等

いえ・みち・まち改善事業の対象地区

ハマロード・サポーターによる桜道の清掃活動

計画策定の母体となった地元の組織　　平楽会

平楽地区の計画づくり
●地区の特性

　地区の中心を通る尾根道はバス通りです。尾

根道から北側は急な斜面、南側は緩やかな斜面

で、南北に個性豊かな坂道があります。これら

の尾根道、坂道、そして高低差による擁壁が平

楽の地形的特徴です。

　また、旗竿（はたざお）敷地と路地が多いのが

特徴です。本計画づくりは、多くの人が行き交う

尾根道や坂道を軸とし、高低差や路地など平楽ら

しい地形と道の構造を活かすものにしました。

●地区の緑の魅力

　戦後の平楽は「大丸山（だいまるやま）」と呼ばれ、多くの緑に恵まれていました。墓地の緑は斜面を覆い、

原っぱ、牧場、植木屋さんの畑が広がり、一面に咲く野生のスイセンの他に地域の皆さんが植えた桜も

溢れていました。そして、湧水や井戸も多く、緑と水に恵まれた環境に、多くの生き物が見られました。

　時代の変遷とともに、まとまりのある緑は減りましたが、現在は、四季折々の草花で道行く人々の目

を楽しませてくれる庭があちこちにあります。南区役所の「桜の名木古木」に選定された桜がある個人

宅は、定期的に庭を地域に開放するなど、緑豊かな庭が地域の交流の場になっている例もあります。

●地区の緑の課題

　かつて桜並木に囲まれていた中学校は、校庭

を広げたことで植栽地が減少しています。尾根

道沿いに点在する有料駐車場も、緑が少ないで

す。擁壁、塀やフェンスが連続する場所は、緑

の少ない沿道景観になっています。これらの場

所を新たに緑化することで、今、「点在している

緑」を「つながりのある緑」にすることが大き

な課題です。
　また、地区内は細い道が多いため、ごみ収集車の通行やごみ集積場の適正配置が難しく、不法投棄の

要因にもなっています。既に地区では、モデル緑化でこのごみ集積場の課題に取り組み、緑化により気

持ちよく使える場づくりを行っており、本計画でもこの考え方を踏まえました。
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横浜市南区平楽

●計画策定のプロセス

　地域緑化計画の策定は、平楽の町内会である「平楽会」に「みどりアップ実行委員会」が立ち上げられ、

事業への関心の高い皆さんが１０名以上参加しました。

　「みどりアップ実行委員会」では、平成 23 年 6月から平成 24 年

9月までの間、毎月の定例会（14 回開催）、定例会前の実行委員会

有志打合せ・調査（７回開催）、平楽の住民に参加を呼びかけた平

楽会有志座談会（２回開催）、モデル緑化等を通じ、話し合いを重

ねながら計画づくりに取り組みました。計画の検討は「まちを知

る」、「緑化イメージづくり」、「モデル緑化」、「計画づくり」のステッ

プを踏みながら、節目には平楽の皆さんの意見を聞く機会を設け、

それぞれの段階の成果を活かしながら進めていきました。

　平成 24 年 9月に、地域緑化計画を実行する組織を新たに立ち上げ、「平楽地区緑のまちづくり運営委

員会」にて、計画の最終確認を行いました。その後、10 月の平楽会定例会の場で計画の報告を行いました。

地域の緑化推進団体となる「平楽地区緑のまちづくり運営委員会」は、「みどりアップ実行委員会」のメ

ンバーを主としながら、地域の皆さんから新たな参加を得て結成されました。

不法投棄があったごみ集積所 モデル緑化でごみ集積所の課題を解決

無機質なアイストップの街角 モデル緑化で華やぐアイストップの街角

定例会の様子



42 地域緑化計画

平楽地区の地域緑化計画

地域緑化計画（平成24年３月） 43地域緑化計画（平成24年12月）

緑のまちづくり推進団体　平楽地区緑のまちづくり運営委員会


